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以下では、２極の誘導機のトルク
を求める式を導出する。ここでは簡
略化のために励磁アドミタンス（鉄
損に相当する抵抗とサセプタンス）
と１次側の巻線のインピーダンスは
ないものとし、１相分等価回路とし
て右図を用いる。

(1) 機械出力の導出

まず、上記等価回路における ˙, ˙V I  の関係は (1) 式のようになる。
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これより、 İ  を求めると、(2) 式のようになる。
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また、 V̇m  を求めると、(3) 式のようになる。
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この時、機械出力 P は等価回路において右端の抵抗で見かけ上消費される電力に等し
いので、P を (4) 式のように求めることができる。ただし、求めるのは３相分なので、 P 
は１相分の３倍となる。なお、 V̇ V= としてスカラーで表す。

P V Im= ⋅( ) =3Re ˙ ˙ (4)

(2) トルク式の導出

機械出力 P をモータの角速度ωmで割るとトルクが算出できる。ωm  はすべりの定義式
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  から (5) 式のようになる注1 。

ωm = (5)

注1 ２極機以外では、電源の角周波数と回転磁界の角速度は異なる。すべりの計算に用いるのは回転磁界の角
速度である。n 極機では、回転磁界の角速度は２極機の 2/n  倍になる。
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(4), (5) 式から、トルク T は (6) 式のように求められる。
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(3) すべりとトルクの関係
(6) 式で、すべりを変数とした時の正の最大トルク Tmaxを求める。相加平均と相乗平均

の大小関係を用いると、Tmaxは (7) 式のようになる。

Tmax =   その時のすべり s = (7)

抵抗  R を増加させた時、 Tmax  は　
増加し
変化せず
減少し

　、その時のすべりは   
増加する
変化せず
減少する

 。

これを比例推移の法則という。

(6) 式から見ると、この場合、トルク  T は原

点について点対称となる注2 。よって、すべりを

変化させた時のトルク T の概形は右図のように

なり、すべりが正の時はモータとして、負の時

は発電機として動作することが分かる。すなわ

ち、誘導機の動作はすべりを変えることで制御

できることが分かる。これは、インバータで電

源の周波数を変えれば実現できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

注2 等価回路を単純化しすぎたのが原因であり、実際は点対称にはならない
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